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老
人
福
祉
大
会

　
今
年
度
も
土
庄
町
老
人
福
祉
大
会
と

同
日
に
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
方
々
か
ら
多
く
の
品
物
を
ご

提
供
い
た
だ
き
ま
し
て
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
前
日
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
福
祉
団
体
の

方
々
が
品
物
の
整
理
・
値
付
け
・
陳
列

と
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
毎
年
、
準
備

を
し
て
下
さ
っ
て
い
る
方
は
手
慣
れ
た

様
子
で
値
付
け
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
当
日
、
販
売
開
始
の
合
図
を
待
ち
か

ね
て
い
た
お
客
さ
ん
が
一
斉
に
売
り
場

の
品
物
を
手
に
し
ま
す
。

　「
安
い
か
ら
い
っ
ぱ
い
買
え
た
わ
」「
欲

し
い
の
が
見
つ
か
っ
た
」
と
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
収
益
は
、
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
と
福
祉
団
体
に
配
分
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
各
団
体
に
も
高
齢
化

と
人
手
不
足
の
波
が
や
っ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

の
活
気
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
、日
々

の
活
動
に
力
を
注
い
で
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
ま
た
、来
年
度
も
こ
の
福
祉
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
が
皆
さ
ん
の
ご
協
力

の
も
と
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　
令
和
７
年
11
月
19
日（
水
）に
第
62
回
老

人
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
多
年
に
わ
た
り
老
人
福
祉

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
７
名
の
方
に
町
連

合
会
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
の
贈
呈
の

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
、

こ
ど
も
園
や
小
学
校
３
年
生
も
参
加
さ
れ

た
演
芸
大
会
が
行
わ
れ
、
和
や
か
な
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

令和７年度　福祉チャリティーバザー収益金配分額

1

2
3

4
5

団体・グループ名
土庄町婦人会

土庄町老人クラブ連合会
土庄町身体障害者福祉会

小豆郡手をつなぐ育成会

小豆更生保護女性会土庄支部

使用目的

土庄町婦人会スポーツ大会運営費
広報誌町老連印刷費

香川県障害者スポーツ大会参加費
会報誌印刷費

手袋購入費

決定額
10,000

20,000

15,000

10,000

7,000

福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
開
催

（2）8. 3. 1 土庄町社協だより

第
34
回
　土
庄
町
社
会
福
祉
大
会
を
開
催

　
令
和
８
年
２
月
19
日（
木
）第
34
回

土
庄
町
社
会
福
祉
大
会
が
土
庄
中
央

公
民
館
中
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。恒
例
の「
ひ
ま
わ
り
の
家
」「
み

く
に
園
」
の
手
作
り
作
品
や
ケ
ー
キ

の
販
売
と
無
料
の
飲
み
物
の
接
待
が

大
会
参
加
者
に
好
評
で
し
た
。

　
三
木
大
会
会
長
の
式
辞
に
始
ま

り
、
土
庄
町
長
岡
野
名
誉
会
長
や
来

賓
の
方
々
の
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
多
年
に
わ
た
り
地
域

の
中
で
福
祉
活
動
を
さ
れ
た
６
名
の

方
々
に
表
彰
状
、
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
そ
の
功
が
労
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
講
演
会
で
は
、「
ま
ち
を

つ
な
ぐ
　
ひ
と
づ
く
り
」と
題
し
て
、

小
豆
島
中
央
高
校
　
初
代
校
長
の
泉

谷
俊
郎
先
生
か
ら
食
と
地
域
で
高
め

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
と
し
て
、
小
中

高
生
時
代
に
地
域
と
つ
な
が
る
こ
と

で
、古
里
を
誇
れ
る
気
持
ち
を
育
み
、

こ
の
取
組
み
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
、
地
元
に
帰
っ
て
来
て
も

ら
え
る
こ
と
を
願
い
ア
イ
デ
ア
を

練
っ
て
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
ま

す
。

　
参
加
さ
れ
た
方
は
、
熱
心
に
受
講

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

　
　（
敬
称
略
・
順
不
同
） 

　
表
彰
状 山

　
下
　
千
　
里
（
渕
崎
）

中
　
野
　
英
　
子
（
豊
島
）

平
　
野
　
輝
　
昭
（
大
部
）

森
　
本
　
佐
惠
子
（
大
部
）

久
　
保
　
博
　
史
（
本
会
）

　
感
謝
状 森

　
川
　
　
卓 

　（
本
会
）

小
豆
圏
域
福
祉
関
係
法
人
連
携

　
　
　
　防
災
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催

　
11
月
10
日（
月
）、
小
豆
圏
域
の
福

祉
関
係
法
人
・
行
政
・
社
会
福
祉
協

議
会
等
よ
り
30
名
が
出
席
し
て
、
防

災
研
修
会
を
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
会
の
サ

ン
リ
ゾ
ー
ト
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
研
修
会
の
第
一
部
は
、
石
川
県

社
会
福
祉
法
人
　
麗
心
会
の
理
事
長

藤
田
先
生
に
よ
る
「
能
登
半
島
地
震

の
福
祉
避
難
所
の
経
験
か
ら
」
と
題

し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
福
祉
避
難
所
の
運
営
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
被
災
者
支
援
は
、
初
動
が
大

事
で
、
支
援
す
る
側
の
職
員
の
被
災

状
況
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
い
か
に

職
員
が
確
保
出
来
る
か
が
大
事
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
第
二
部
は
徳
島
大
学
大
学
院

防
災
科
学
分
野
　
金
井
純
子
先
生
に

よ
る
「
実
効
性
の
あ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事

業
継
続
計
画
）
に
す
る
た
め
に
」
と

題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

必
要
な
行
動
内
容
だ
け
を
カ
ー
ド
形

式
で
整
理
し
、
緊
急
時
に
特
化
し
て

必
要
最
小
限
の
役
割
と
責
任
が
明
記

さ
れ
て
い
る
、
災
害
時
ア
ク
シ
ョ
ン

カ
ー
ド
を
使
い
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

と
し
て
実
践
を
行
い
ま
し
た
。

　
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
熟
知
し
て
い
な
い

ス
タ
ッ
フ
に
も
わ
か
り
や
す
い
訓
練

ツ
ー
ル
で
あ
り
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
お
け
る

自
分
の
役
割
を
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
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グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ソ
レ
イ
ユ
Ｂ（
障
害
者
用
）の
開
業

社
会
福
祉
法
人
ひ
ま
わ
り
福
祉
会

　
ひ
ま
わ
り
福
祉
会
で
は
、
障
害
の
あ

る
方
々
が
住
み
慣
れ
た
小
豆
島
で
安
心
・

安
全
に
暮
ら
し
た
い
と
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（4）8. 3. 1 土庄町社協だより

シルバー会員大募集‼
おおむね60歳以上の方ならどなたでもご入会いただけます

TEL：64-5764　《担当：八木》

女性も
大歓迎です

シルバー人材センター 活動報告

　11/27㈭にサンメッセ香川で女性会員入会の促進を目的
としたシルボンヌin香川2025が開催されました。女優の安
藤和津さんによる基調講演や、草加市シルバー人材センター
さんのよさこい踊り、女性会員によるファッションショーと
盛りだくさんの内容で楽しみました。土庄町・小豆島町合同
で展示ブースをもうけ、絵手紙、仏画、島てまり、アロマサ
シエなど会員さんの作品を展示しました。参加した方からは
「まだまだ元気でがんばろうと思った。｣「私も何かを始め
たい。」と前向きな言葉がありました。イベントをきっかけ
に女性会員の方がシルバー人材センターで活躍する機会がま
すます増えればと思います。

女性会員入会促進イベント開催

親睦旅行・忘年会

　2/6㈮サン・オリーブで会員交流会を行いまし
た。
　会員同士の親睦が目的の茶話会で今回初めて小豆
島町シルバーさんと合同で開催しました。
　お仕事について情報交換したりいろいろな刺激を
受け良い機会となりました。

第１回笑話会　～交流会～

　2/18㈬にイマージュセンターでフラワーアレンジメント教室を開催しました。
60歳以上の方が対象で、瑞香さんによる季節のお花を使ったフラワーアレンジメ
ントを行い、その後茶話会を開きシルバー人材センターの紹介をさせていただき
ました。毎年いろいろな講習を企画しております。参加された方にシルバー人材
センターのことを知っていただき、多くの方にご入会いただけたらと思います。

フラワーアレンジメント教室

9/12㈮、愛媛のタオル美術館へ親睦旅行 12/7㈰、国民宿舎で毎年恒例の忘年会
おいしいお料理やカラオケで大盛り上がり

（5） 8. 3. 1土庄町社協だより
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ご協力ありがとうございました
令和7年度に皆様からお寄せいただいた募金は、全額「香川県共同募金会」に送金しました。
令和8年度の事業に還元されることになりますので、皆様の地域にも役立たせていただきます。

≪令和７年度　赤い羽根共同募金実績≫
団体名・募金方法 実　績　額 団体名・募金方法 実　績　額

1,132,293

717,600

202,200

235,200

308,400

202,200

234,000

30,000

9,000

4,090

250,000

7,739

38,828

6,006

64,552

3,442,108

土庄地区

淵崎地区

大鐸地区

北浦地区

四海地区

豊島地区

大部地区

香川県農協

㈱百十四銀行

㈱レデイ薬局

職域募金

個人募金

街頭募金

イベント募金

その他の募金

合計

こちらが職域募金でご協力いただいた
『赤い羽根うどん県バッジ』です。
500円の募金でバッジが1個もらえます。
毎年、バッジのデザインが変わります。
今年の10月からまた新デザインのバッジ募金になりますので
ご協力お願いします。

11/2㈰商業祭で街頭募金を行いました。たくさんの方にご協力いただきました。

（6）8. 3. 1 土庄町社協だより
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濵
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で
も

　
　
　
お
元
気
で
！

　
昨
年
の
９
月
８
日（
月
）、
敬
老
の

日
を
前
に
、
土
庄
町
長
と
土
庄
町
社

会
福
祉
協
議
会
長
が
、
高
齢
者
と
米

寿
の
方
を
訪
問
し
、
皆
様
の
長
寿
を

お
祝
い
し
ま
し
た
。

　
９
月
１
日
現
在
で
、
わ
が
町
の

95
歳
以
上
の
方
は
182
名
、（
男
27
名
、

女
155
名
）、
そ
の
内
100
歳
以
上
の
方

は
、
25
名
（
男
３
名
、
女
22
名
）
お

ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
体
を
大
切
に
な

さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

（7） 8. 3. 1土庄町社協だより



ご協力ありがとうございました
令和7年度に皆様からお寄せいただいた募金は、全額「香川県共同募金会」に送金しました。
令和8年度の事業に還元されることになりますので、皆様の地域にも役立たせていただきます。

≪令和７年度　赤い羽根共同募金実績≫
団体名・募金方法 実　績　額 団体名・募金方法 実　績　額

1,132,293

717,600

202,200

235,200

308,400

202,200

234,000

30,000

9,000

4,090

250,000

7,739

38,828

6,006

64,552

3,442,108

土庄地区

淵崎地区

大鐸地区

北浦地区

四海地区

豊島地区

大部地区

香川県農協

㈱百十四銀行

㈱レデイ薬局

職域募金

個人募金

街頭募金

イベント募金

その他の募金

合計

こちらが職域募金でご協力いただいた
『赤い羽根うどん県バッジ』です。
500円の募金でバッジが1個もらえます。
毎年、バッジのデザインが変わります。
今年の10月からまた新デザインのバッジ募金になりますので
ご協力お願いします。

11/2㈰商業祭で街頭募金を行いました。たくさんの方にご協力いただきました。

（6）8. 3. 1 土庄町社協だより
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土庄町社協だより「にじ」の印刷費の一部は共同募金助成金をあてています。

表紙の紹介

小部「はまぼうサロン」小部「はまぼうサロン」
　はまぼうは小部自治会館の愛称ですが、小部の浜に咲
くきれいなお花の名前です。「小部のみんなで集まって
楽しみたいなぁ」という声をきっかけにサロンを始めまし
た。毎回おしゃべりやおやつ、小物づくりや講師を呼ん
で為になる話などを楽しんでいます。
　1月はタートルマラソンの応援に集まり、その後にみん
なでお弁当やおぜんざいも食べました。応援にも熱が入
り、来年は鈴をつけた応援グッズを作ってみんなでラン
ナーの応援をしようという話になりました。
　「次回は小物入れを作ろう。」「グラウンドゴルフをやっ
てみよう。」みんなで楽しみながら健康づくりや認知症予

防ができる催しの計
画が盛りだくさんで
す。「オリーブの歌」
「ボケない小唄」な
どの歌も歌い、最後は「大部行進曲」（15 番まである
大部を紹介する歌）を歌い、会を閉じました。
　みんな小部が大好きで、気が付けば自然と小部の自
慢話をしています。のどかで暖かな幸せを感じられる
時間でした。

　ひまわりの家とみくに園の両施設

の商品の即売会が行われました。

　コーヒーや紅茶の無料接待もあり、

多くの方に喜んでいただきました。

《日　時》　毎月第 3日曜日
　　　　　13：30～ 15：00
《場　所》　小部自治会館はまぼう
《参加費》　1回 100 円


